Sibyl in the Cathedral of Sessa Aurunca by 伊藤 博明
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
〔 27 〕 
 
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
 
 
 
伊 藤 博 明 
 
１ セッサ・アウルンカ大聖堂 
 
 イタリア南部、現在はカンパーニャ州カゼルタ県に属するセッサ・アウル
ンカ（Sessa Aurunca）は、かつての火山ロッカモンフィーナ（Roccamonfina）
の南斜面の溶岩からできた傾斜地に位置する 1)。この町の成立はきわめて古
く、先史時代の遺跡が発掘され、また紀元前７世紀の墳墓跡が発見されてい
る。この時代には、古いイタリアの民族であるアウルンキ族が一帯を支配し
ており、「スエッサ」（Suessa）と呼ばれていた。紀元前４世紀にローマ人が
侵入し、それ以来、ローマの勢力下に置かれて植民も盛んだった。 
 地理的にはアッピア街道とローマ街道の間の有利な位置にあり、農業生産
物の中心地として機能し、それはローマやカプアへと移送された。キケロは、
『ピリッピカ』（13.18）の中で、スエッサを「かつては誉れある植民者たち
の、現在は市民たちのきわめて美しい町」（ lautissimum oppidum nunc 
municipum honetissimorum, quondam colonorum）と呼んでいる。皇帝アウグス
トゥス（ガイユス・ユリウス・カエサル・オクタウィアヌス）は、退役軍人
を当地に住まわせて新しい植民都市として造成し、「コロニカ・ユリア・フェ
リックス・クラスィカ・スエッサ」（Colonia Julia Felix Classica Suessa）とい
う名称を付与した。 
 時代は降って、６世紀のランゴバルド族の半島への侵略は、このセッサを
荒廃させ、人口を減らしたようだが、確実な資料は残存していない。その後、
イスラームの侵入によって、この地方は大きな被害を被った。セッサの近隣
に位置する、有名なベネディクト会のモンテ・カッシーノ修道院がイスラー
ムの襲撃によって破壊されたのは 838 年のことである。10 世紀に入って南イ
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タリアで勢力を広げたノルマン人は、戦略上の理由からセッサを重視し、ラ
ンゴバルド族の構築した組織を利用しながら、新しい統治をおこなった。 
 10 世紀の終わりに、司教区がセッサに置かれ、それはカプアの大司教区に
属していた。1032 年、カプアの大司教であるアテヌルフォは、教皇ベネディ
クトゥスの名による勅書において、セッサの司教に対して、司教区の範囲と
それに含まれる聖堂を定めている 2)。そして、1059 年、アクィラのリッカル
ド伯の時代に、サン・レオーネ修道院聖堂が建立されている。リッカルド伯
の死後、セッサはしばらくの間、モンテ・カッシーノ修道院の管轄下に置か
れた。大聖堂の建造は、『セッサ年代記』（Chronicon Suessuanum）の記述によ
るならば、1103 年に始まったが 3)、大聖堂はその年から 1113 年の間に完成し
たと考えられている 4)。南イタリアの代表的なロマネスク聖堂の一つであり、
聖母マリアと聖ペトロに献じられている［図１］。その建造にあたっては、古
代あるいは中世の建築物が再利用されたらしく、ポルティコ（聖堂前の玄関
部）の左側のアーチには、メルクリウスの像が嵌め込まれている。 
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 大聖堂の全体的な構造は、1070 年に再建されたモンテ・カッシーノ修道院
聖堂の構造を模したものである。同じくカンパーニャ地方に建てられた、カ
リノーラ、サレルノ、カルヴィ、テアーノ、アルフェなどの大聖堂と同様に、
セッサ・アウルンカ大聖堂は、コンスタンティノス帝時代の初期バシリカ様
式だけではなく、彫刻の優れた装飾性の点においても、また当地の職人の技
術が異質な文化的影響と混合している点においても、モンテ・カッシーノ修
道院聖堂を忠実に受け継いでいる。 
 12 世紀末に、全体の空間を拡張するために、大聖堂のファサードを背にし
て、ポルティコが造築された。それは３つの部分から構成されており、中央
部は尖頭アーチを、左右の部分は円形のアーチを具えている。各々のアーキ
ヴォルト（飾り迫縁）は彫刻を施されており、中央のそれには、聖ペトロの
生涯が表されている。制作者としては、モンレアーレ大聖堂の回廊の装飾に
携わり、その後にナポリで活躍した人物が推測されている。この一連の図像
は、時代は異なるとはいえ、アヴェルサ大聖堂の周歩廊、およびカリノーラ
大聖堂のポルティコの図像と類似している。ファサードの装飾も興味深く、
中央の扉口のアーキトレーヴ（上枠）の両端にはセッサのローマ時代の劇場
に由来する仮面が置かれている。ルネッタはモザイクを背景として、玉座の
キリストが聖ペトロと聖パウロを伴って表わされている。 
 大聖堂の内部は、バジリカ式の３廊から成り、古い円柱と柱頭（その内の
二つにはライオンと雄羊が彫刻されている）が空間を区切っている。中央の
身廊の舗床は全体にわたって、多色の大理石によるモザイクが敷きつめられ
ている。その制作時期をめぐっては、ロマネスク様式の大聖堂の建造と同時
期とする見解と、その１世紀後とする見解が存在している。左の側廊の入口
には、1714 年に制作された多色大理石の洗礼盤があり、八角形の洗礼槽は
1804 年まで、セッサにおいて唯一、洗礼が施される場所であった。  
 大聖堂の中央身廊の右側の端に、復活祭用の大燭台を具えた説教壇が設け
られている 5)［図２］。この説教壇は 13 世紀に入って置かれたが、その制作
年をめぐっては微妙な問題も存在している。説教壇の西側のパネルには、次
のような銘文が記されている。 
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HOC OPVS EST STVDIO PANDVLFI PRESVLIS ACTVM. QVEM LOCET 
PROPRIO REGNO. VERBVM CARO FACTVM. 6) 
この仕事は司教パンドルフォの熱意によって実行された。肉となられた
「ことば」は、彼を自らの王国に置くだろう。 
 
また説教壇の階段上にあるアーチの片面には、次のような銘文が記されてい
る。 
 
HOC PRIVS INCEPTVM PANDVLFVS PRESVL AD APTVM FINEM 
PERDVXII. CVI CELICA CONCIO DVX SIT. 7) 
この、すでに始められていたことを、司教パンドルフォは然るべき終わ
りへと導いた。彼については、主が天で迎えるだろう。 
 
アーチの別の面については、現在は文字が消えてしまっているが、1842 年に
 
図２ セッサ・アウルンカ大聖堂 説教壇 
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ルイージ・カタラーニが次のような銘文を記録している 8)。 
 
Hoc opus a patribus ceptum jam pluribus annis / Praesulis explevit probitus 
memoranda Joannis. 9) 
この仕事は多くの神父たちによって何年も前に始められたが、司教ジョ
ヴァンニの記憶されるべき誠実さによって果たされた。 
 
 これらの文中に登場するパンドルフォとジョヴァンニは、それぞれ大聖堂
の司教であり、シュルツとクヴァストの研究（1860 年）以来、パンドルフォ
の司教職の期間は 1224 年から 1259 年まで、ジョヴァンニの司教職の期間は
1259 年から 1283 年までと理解され、また説教壇はパンドルフォが司祭の間
に完成されたと考えられてきた 10)。しかし、近年グラスは、カンプの研究 11) 
に基づき、パンドルフォの司祭職の期間を 1248 年まで、それ以降がジョヴァ
ンニの司祭職の期間としたうえで、説教壇を完成させたのはジョヴァンニで
あると論じている 12)。さまざまな解釈の可能性は存在しているが、少なくと
もパンドルフォの在職中に、説教壇の基本的な部分は完成されたと見なして
よいであろう 13)。以降、説教壇の制作年は 13 世紀中頃として議論を進めた
い。 
 この説教壇は日曜日と祝祭日に行われる説教のために用いられ、大燭台の
蠟燭は復活祭の期間と教会にとって特別な機会に点灯された。セッサ・アウ
ルンカ大聖堂の説教壇は、同時代のカンパーニア地方のサレルノ、ラヴェッ
ロ、カーヴァ・デ・ティッレーニ、アマルフィ、テアーノ、テッラチーナ、
ミントゥルノの大聖堂の説教壇と、様式的に共通した特徴を有している。 
 説教壇を支えている円柱の基底部には４頭のライオンが、また中央の基底
部には２頭のヒョウが据えられている。柱頭はさまざまな形姿の男性と女性
によって、また多様な想像上の動物によって飾られている。説教壇の上部の、
司祭が説教する空間は、前面と背面が２つのアーチによって、側面が１つの
アーチによって支えられ、それらの各面は、彫像（角に位置する）とモザイ
クを具えている。モザイクは正方形や八角形の幾何学的模様と組紐模様を組
み合わせた優雅なもので、金地の部分には数羽の小鳥が配されている。説教
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壇の前面（南側）の２つのアーチを構築している４つのスパンドレル（三角
小間）にだけ、４人の人物が彫られている。これらの人物はいずれも、片手
に広げられた巻物をもちながら、激しい身振りで、観者に何かを訴えかけて
いるように見える。これらの人物は３人の預言者とシビュラを表わしている。
本稿の目的は、セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇に彫られた４体の彫像に
ついて、とりわけシビュラ像について、歴史的な背景と同時代的な文脈の中
で理解することである。 
 
２ セッサ・アウルンカ大聖堂説教壇のスパンドレル 
 
 説教壇を正面から見て、最も左のアーチのスパンドレルには、若い男性が
彫られている。ゆったりした優雅な衣服に身を包み、顔を少し左に傾げて、
左手で開かれた巻物をもち、右手はその方を指さしている。巻物には次のよ
うに記されている。 
 
CVM VENERIT S[AN]C[TV]S S[AN]C[T]ORVM CE[SSABIT VNCTIO] 
（最も聖なる者が来たとき、塗油は終わるだろう。） 
 
この銘文は『ダニエル書』（9:24）の、ダニエルが御使いのガブリエルから幻
の説明を受ける部分に対応すると考えられる。ただし、ウルガタ版ラテン語
訳の表現は、次のようにきわめて異なっている。 
 
… et adducatur iustitia sempiterna et impleatur visio et prophetes et unguatur 
sanctus sanctorum. 
（そして永遠の正義がもたらされるだろう、そして幻視と預言は成就さ
れるだろう。そして最も聖なる者は油を塗られるだろう。） 
 
 この人物をダニエルと同定するうえで参考となるのは、セッサ・アウルン
カから約 10 キロ離れたテアーノの大聖堂の説教壇に施された装飾である。こ
こでも同じように、４つのスパンドレルに１人ずつ預言者が彫られており、
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その中には “CVM VENERIT S[ANCTVS]” と書かれた巻物がもつ青年がい
る。そして、彼の頭上には “DANIEL P[ROPHETA]”（預言者ダニエル）と明
記されている 14)。 
 次の右側のスパンドレルでは、壮年の髭をたくわえた男性が、頭を左に向
けて、こちらを見ている［図３］。彼は、激しい身振りとともに、左手で開い
た巻物をもち、人差し指を挙げて天上を指さしている。巻物には次のように
記されている。 
 
ECCE VIR HORIENS NOM[EN EIVS] 
（見よ、男を。彼の名は「上昇」である。） 
 
この銘文に対応する聖書の箇所は、『ゼカリヤ書』（6:12）に見いだされ、そ
れはゼカリヤが見た第８番目の幻における主の言葉である。 
 
et loqueris ad eum dicens haec ait Dominus exercituum dicens ecce vir Oriens 
nomen eius et subter eum orietur et aedificabit templum Domino. 
（汝は、彼に語って、告げよ。万軍の主は言う。見よ、男を。彼の名は
 
 
図３ 「ゼカリヤ」「預言者」「シビュラ」 セッサ・アウルンカ大聖堂 
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「上昇」である。彼は彼［その男］のもとから昇って、主の神殿を建て
るだろう。） 
 
 “Oriens” は「上昇（昇るもの）」と訳したが、この箇所で対応しているヘ
ブライ語の “usemah” は「若枝」を意味する。それをギリシア語訳（「セプチュ
アギンタ」版）は “᾿Ανατολὴ”と訳し、ウルガタ版はそれを踏襲している。新
共同訳聖書では以下のように訳出されている。「万軍の主はこう言われる。見
よ、これが『若枝』という名の人である。その足もとから若枝が萌えいでる。
彼は主の神殿を建て直す」。 
 この人物像がゼカリヤを表わしていることに疑念の余地はないように思わ
れるが、ヴァレンティーノ・パーチェはエレミヤと同定している 15)。パーチェ
はその根拠を示してはいないが、この指摘は図像プログラムの典拠を探る点
からは一考する価値がある。というのは、上述したテアーノ大聖堂の説教壇
には、“ECCE VIR ORIE[NS]” と書かれた巻物をもつ人物が彫られており、彼
の頭上には “IEREMIAS P[ROPHETA]”（預言者エレミヤ）と記されているか
らである 16)。なお、テアーノ大聖堂の他の預言者は、イザヤ（銘文は『イザ
ヤ書』［7:14］から）とアモス（銘文は『アモス書』［8:11］から）である。
図像プログラムの典拠については、のちほど考察することにしたい。 
 次のスパンドレルの女性像とエレミヤの間には、ほぼ裸体の壮年の男性像
が彫られている［図３］。彼の両足は、猫のような小動物の背中に乗り、この
小動物もアカンソスの葉の上に四肢を置いている。彼の身体は細く、左手を
大きく曲げて額の上に置き、幾分うつむいて、憂鬱そうな表情をしている。
この像をたんなる装飾的な「人物柱」と見なすこともできるであろうが、そ
の全体的な表現は特定の人物を指しているようにも思われる。 
 エルヴィン・パノフスキーによるならば、中世の神学は裸体（nuditas）に
ついて４つの象徴的意味を区別していた。すなわち、謙虚な行為を生む人間
の自然な状態としての「自然の裸体」（nuditas naturalis）、使徒や修道士のよ
うに自ら望んだ、あるいは貧困によって余儀なくされた現世的財産の欠乏と
しての「世俗の裸体」（nuditas temporalis）、告白によって得られる潔白として
の「徳の裸体」（nuditas virtualis）、そして、欲望や虚栄、あらゆる徳の不在の
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印としての「罪の裸体」（nuditas criminalis）である 17)。この中で最も近いの
は「世俗の裸体」と思われるが、人物を同定することは困難である。カポマッ
チョはダビデと見なしているが、彼の議論は説得力を欠いている 18)。 
 裸体像の右側のスパンドレルに表わされているのは、明らかに女性の形姿
で、緩やかな衣服をまとい、頭を後ろに少し傾げ、頭の覆いからは長い髪が
外側に出ている［図３］。彼女は身を捩るようにして、右手で衣服をつかみ、
左手で巻物を掲げている。巻物には次のように記されている。 
 
  IVDICII SI[G]N[V]M（裁きの徴） 
 
 この短い銘文は、旧約聖書の中には見いだされず、またいかなる預言者に
帰されているものでもない。それは、『シビュラの託宣』（Oracula sibyllina）
第８巻に含まれており、教父アウグスティヌス（Augustinus, 354-430）が『神
の国』（De civitate Dei）第 18 巻第 23 章において、ラテン語によって引用し
ている託宣の冒頭部に対応する。 
Iudicii signum tellus sudore mandescet. 19) 
（裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう。） 
  
 「シビュラ」または「シビュレー」とは、古代ギリシアにおいてアポロン
の神託を狂乱状態で告げる巫女のことであった。その名声が高まるにつれて、
さまざまな土地と結びつけられ、ローマの文人ウァロ（Marcus Terentius Varro, 
116-27 BC）の『古代の人事と神事』(Antiquitates rerum humanarum et divinarum）
は、ペルシア・リビア・デルポイ・キメリア・エリュトライ・サモス・クマ
エ・へレスポントス・ピュリギア・ティブルの 10 人の名を挙げている 20)。
ローマ社会では実際にシビュラの託宣が蒐集され、この託宣集はカピトリウ
ムの神殿に保管されて、天変地異や疫病の発生など有事の際に参照された 21)。 
 他方で、前２世紀中葉から後３世紀にかけて、のちに『シビュラの託宣』
として編纂される、ギリシア語で記されたユダヤ教＝キリスト教的文書群が
成立している。標準的なヨハネス・ゲフケンによる校訂版には第１巻から８
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巻、第 11 巻から 14 巻、断片１～７が含まれている 22)。この中で第１巻から
８巻は、６世紀にビザンティンにおいて「序文」を付されて編纂されたもの
と考えられ、したがって、この託宣集は全体として統一された作品ではない。
各巻およびその内部のテクストは執筆年代も作者も意図も一様ではなく、研
究者の間で多数の議論が存在している 23)。概略的に言えば、第１巻と２巻は
ユダヤ教的なテクストがキリスト教的な変容を蒙っている。キリスト教的な
視点がより明確なのは第６巻から８巻であり、これらの巻は２世紀中葉から
３世紀初頭に作成されたと考えられている 24)。他方、第３～５巻、および断
片はユダヤ人によって書かれたもので、第３巻は紀元前 140 年頃、第４巻は
80 年頃、第５巻は 120 年代にそれぞれ成立している 25)。第 11 巻以降の諸巻
はユダヤ教的で、成立は９世紀以降と見なされている。 
 さて、アウグスティヌスは『神の国』第 18 巻 23 章において、ラクタンティ
ウス（Lactantius, c.240 - c.320）の『神学教理』（Divinae instituiones）からウァ
ロの証言を引用している。 
 
同じ時代に［ローマが建国された時代に］、ある人々が報告するところに
よれば、エリュトライのシビュラが予言をした。一方ウァロは、シビュ
ラは１人ではなく複数いたことを示している。ともかく、エリュトライ
のシビュラは、キリストについて明白な事柄を記している 26)。 
 
アウグスティヌスはこの託宣を、初め「粗野なラテン語」で読んだが、そ
れが翻訳者の未熟さに起因していることがのちに分かった、と述べている。
そして、フラキアヌスという人物から、エリュトライのシビュラの託宣とし
てギリシア語の文言を提示された、と続けている。これは、『シビュラの託宣』
第８巻に含まれている有名なアクロスティック、すなわち、各行の最初の文
字を繋げると「イエス・キリスト、神の子、救世主」（Ἰησοῦς Χρειστὸς Θεοῦ υἱὸς 
σωτήρ）となる託宣であった。アウグスティヌスはこの託宣全体（27 行）を
ラテン語訳で引用している 27)。 
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(Ι) 裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう。 
(Η) 天から、永遠に支配する王が来るだろう。 
(Σ) すなわち、身体と地上を裁くために現われる 28)。 
(Ο) それゆえ、不信仰者も信仰者も神を見るだろう、 
(Υ) この世の終わりに、聖徒たちとともに高みにおられる神を。 
(Σ) こうして、魂は身体とともに神の前に出て、神が魂を裁くだろう、 
(Χ) 大地が繁った茨の茂みに覆われて荒廃したままのときに。 
(Ρ) 人々の偶像も、財産もすべて投げ捨てられるだろう。 
(Ε) 火が大地を焼き払い、そして火は大洋と天空まで、 
(Ι) そして、忌まわしいアウェルヌス［冥府］の門を破壊するだろう。 
(Σ) しかし聖徒たちは、身体全体に自由な光が 
(Τ) 注がれて、永遠の炎が罪人たちを焼き尽くすだろう。 
(Ο) そのとき各々は、隠された所業を明らかし、秘密を 
(Σ) 語るだろう。そして神は光へと心を開くだろう。 
(Θ) そのとき悲嘆の声が起こり、誰もが歯ぎしりをするだろう。 
(Ε) 太陽の光輝は奪われ、星辰の輪舞は止むだろう。 
(Ο) 天は巻き上げられ、月の輝きも消え、 
(Υ) 丘は低くなり、谷が底から持ちあがるだろう。 
(Υ) 人間の世界には高いものも低いものもなくなるだろう。 
(Ι) 今や、山は平地と等しくなり、青い大海は 
(Ο) すべての動きを止めて、大地は砕かれて消えるだろう。 
(Σ) こうして、泉も河もともに、火によって干上がるだろう。 
(Σ) しかしそのとき、喇叭が悲しい音色を、大地の高いところから 
(Ω) 響かせるだろう、悲惨な行為とさまざまな労苦を嘆きながら。 
(Τ) 大地は裂け、タンタロスの深淵が現われるだろう。 
(Η) そしてそのとき、主の前に王たちは一つとなって立たされるだろう。 
(Ρ) 天からは火と硫黄の流れが落ちてくるだろう 29)。 
 
アウグスティヌスによれば、異教の予言者シビュラもまた、来るべき「最後
の審判」の日を告知していたのであり、このアクロスティックも、エリュト
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ライのシビュラの名とともに『神の国』を通して中世に伝えられた。 
 セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇に彫られた銘文が、アウグスティヌス
の著作から直接取られたのであれば、あるいは、このアクロスティックを忠
実に伝えている、ラバン・マウル（Raban Maur, 776-856）の『万象について』
（De universo）の記述 30) に拠っているならば、スパンドレルの女性は「エリュ
トライのシビュラ」と見なすことができるだろう。その確証を得ることは困
難であるが、他方、セッサ・アウルンカ大聖堂の図像プログラムを作成した
者は、同聖堂から数十キロ離れたところに位置する、サンタンジェロ・イン・
フォルミス（Santa’Angelo in Formis）聖堂にシビュラの形姿とともに、「裁き
の徴」という銘文を見いだすことができた 31)。 
 サンタンジェロ・イン・フォルミス聖堂は、1072 年から 1086 年にかけて、
当時モンテ・カッシーノ修道院長を務めていたデジデリウス（Desiderius 在
職 1058-86 年）の指揮の下で全面的に改築された。そして、身廊の左右の壁
面の下にはアーケードが設けられ、それらがつくる計 18 のスパンドレル（三
角小間）には、十字架上のキリストの下部が描かれた１箇所を除いて、旧約
聖書に登場する預言者と王たち、そして、ローマの予言者であったシビュラ
が描かれている。これらの者たちは立像であり、手に預言を記した巻物をもっ
ており、その背後に人物を同定する名称が記されている。壁画は破損が激し
い箇所もあり、確実に同定できるのは、イザヤ、エゼキエル、ミカ、バラム、
マラキ、ゼカリヤ、モーセ、シビュラ、ダビデ、ソロモン、ホセア、ゼファ
ニヤ、ダニエルの 13 名である。 
 「預言者シビュラ」（SIBILA P[ROPHETA]）は、西壁の「最後の審判」に
最も近い、北側のスパンドレルに描かれており、彼女が手にしている開かれ
た巻物には、“IVDICII SIGNVM TELLVS SVDORE MADESCET”（裁きの徴と
して、大地は汗で濡れるだろう）と記されている。このシビュラ像は中世イ
タリアの聖堂における、その最初期の作例であり、預言者たちとともに登場
している点でもきわめて興味ぶかい。セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇と
同様に、ここにもダニエルとゼカリヤが描かれている。しかし、それぞれの
巻 物 に 記 さ れ た 銘 文 は 、 “POST EBDOMADAS SEXAGINTA DVAS 
OCCIDETVR CHRISTVS”（62 週のあとに、油を注がれた者［キリスト］は殺
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されるだろう）（『ダニエル書』［9:26］）と“ECCE REX TVVS VENIET SEDENS 
SVPER ASINAM”（見よ、あなたの王が、驢馬に座って来る）（『ゼカリヤ書』
［9:9］）であって、セッサ・アウルンカ大聖堂に見られる銘文とは一致して
いない。 
 大聖堂の説教壇の最後の、最も右側のスパンドレルには、壮年か老年の、
髭をたくわえた男性が描かれている［図４］。全身をゆったりした衣服に包み、
しっかりと立って、こちらの方を見ている。左手で開いた巻物をもち、右手
の人差し指と小指を立てて、上方を指し示している。巻物には何も記されて
おらず、同定するのは困難である。カスティニェイラスは、上述したテアー
ノ大聖堂の例から、イザヤかアモスではないかと指摘しており 32)、また、ま
たカポマッチョはヨエルの名を挙げているが 33)、いずれも推測の域を出るも
のではない。ちなみに、1175 年頃から 80 年に製作された、サレルノ大聖堂
の説教壇には、福音書記者のマタイとヨハネを表わす象徴（天使と鷲）とと
もに、預言者エレミヤとイザヤが、それぞれ『エレミヤ書』（9:25）と『イザ
ヤ書』（7:14）から採られた銘文とともに彫られている 34)。 
 以上のように、セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇に彫られた図像プログ
ラムの典拠は、直接的に、また全面的にテアーノ大聖堂やサンタンジェロ・
イン・フォルミス聖堂の装飾に求めることはできない。とりわけ、預言者た
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ちとともに表現されたシビュラ像の解明のために、これらをめぐる中世の文
学的・宗教的伝統について考察しなければならない。 
３ 中世における「預言者たちとシビュラ」の伝統 35) 
 
 中世におけるシビュラ、および、彼女に帰される託宣（アクロスティック）
の伝承においてとくに重要であった作品は、アウグスティヌスの『神の国』
とともに、またアウグスティヌスの著作として流通していた『ユダヤ教徒、
異教徒、アリウス派駁論』（Contra Iudaeos, Paganos et Arrianos）である。現
在、この著作は、アウグスティヌスの同時代人で、カルタゴ教会の助祭を務
めていたクウォドウルトデウス（Quodvultdeus）に帰せられている。彼とア
ウグスティヌスは親交があったようで、２通の往復書簡が残されている 36)。
彼の活動の詳細は知られておらず、454 年に亡命先のナポリで死去したと考
えられている。ブラウンの校訂による著作集には 10 編あまりの著作が収めら
れている 37)。 
 『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』全体は護教論的な説教であるが、
後代への影響という観点から重要な箇所は、第 11 章から第 16 章までであ
る 38)。この部分は 12 世紀以降、すべてが、あるいは部分的に取り出されて、
クリスマスの時期の説教として読み上げられた。たとえば、アルルではクリ
スマス当日の朝課、６時課に、ローマではその前夜の朝課、４時課に読まれ
た。またイングランドでは、一般的に、降誕節の第４日曜日に読まれた 39)。
たとえば、アルルに由来する 12 世紀の日課表に見いだされる、当該のテクス
ト 40) は、『主の生誕についての、司教聖アウグスティヌスの説教 第６講話』
（Sermo beati Augusti Episcopi de natale Domini Lectio Sexta）というタイトルを
もっている。 
『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の内容は、第 11 章から第 14 章
までは、ユダヤ人に対して、旧訳の預言者たちの証言を引き合いに出して、
イエス・キリストの正当性を論じるものである。第 11 章ではイザヤとエレミ
ヤの、第 12 章ではダニエルの、第 13 章ではモーセ、ダビデ、ハバククの、
第 14 章ではシメオンとザカリアの言葉がそれぞれ引かれている。そして第
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15 章では、異教の者たちのある言葉も、イエス・キリストについて証言して
いることが示される。クウォドウルトデウスは、まず『使徒言行録』（13:46）
から、アンティオキアにおけるパウロの説教を引いている。すなわち、パウ
ロはユダヤ人たちに対してこう述べる。「あなた方にまず、神の言葉が語られ
なければならなかったのです。ところがあなた方はそれを拒み、あなた方を
永遠の生命に値しない者にしています。そこで私たちは異邦人の方に向いて
いるのです」。そして、異邦人の中からキリストについての証言が為されたこ
とを示そう、と言ってこう続ける。「あの最も雄弁な詩人が自らの詩句におい
て、〈いまや、新しい子が高き処から遣わされる〉41) と述べたとき、キリスト
への証言が与えられなかったであろうか」42)。 
 この詩句は、ウェルギリウスの『詩選』第４歌に拠っており、そこにおい
ては、この言葉はクマエのシビュラに帰されていた。クウォドウルトデウス
はもう１人の例として、新バビロニアの王、ネブカドネツァルを挙げて、『ダ
ニエル書』第３章からの言葉を引用している。そして、『ユダヤ教徒、異教徒、
アリウス派駁論』第 16 章はすべて、シビュラの予言に充てられており、アウ
グスティヌスの『神の国』に挙げられているアクロスティックの全文が引用
されている。 
 彼は続けて、これらの詩句が、キリストの生誕、受難、復活、そして２度
目の降臨について語ったものであり、ギリシア語で各行の冒頭の語を順に
辿っていく者は、そこに「イエスース・クリストス・テウー・ヒュイオス・
ソーテール」、すなわち、ラテン語では「イエス・キリスト、神の子、救い主」
を見いだすだろう、と述べる、そして、キリストの受難をより明瞭に示して
いる、シビュラの別の詩句に熱心に耳を傾けよう、と述べて 43)、アウグスティ
ヌスがラクタンティウスの『神学教理』における『シビュラの託宣』からの
いくつかの引用をまとめた詩句を置いている 44)。このように、クウォドウル
トデウスの『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』第 16 章は、ほぼすべて
をアウグスティヌスに負っているのである。 
 『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の第 11 章から第 16 章がヨーロッ
パ中世に与えた影響は、教会における説教に利用されただけに留まらず、こ
のテクストを模範としつつ、12 世紀には『預言者たちの行列』（Ordo 
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prophetarum）と一般的に呼ばれる、新しい典礼劇のジャンルが作成された 45)。
問いかける者と答える者との対話から構成される典礼劇という形式は、いわ
ゆるグレゴリオ聖歌の発展の中で誕生した。 
 ７世紀初頭に、聖コルンバヌスの弟子の聖ガルスによって創立されたザン
クト・ガレン修道院（現在のスイス北東部に位置する）は、８世紀にベネディ
クト戒律に則して組織化された。９世紀にはルートヴィヒ敬虔帝の庇護下で
発展し、学問と学芸が開花し、カロリング・ルネサンスを担う中心地の一つ
となる。この過程で、「トロープス」と呼ばれる、グレゴリオ聖歌に新たな旋
律や歌詞を付け加える装飾部分が生みだされた。その中には、復活祭のミサ
の最初に歌われる入祭唱冒頭に付加されるトロープスが含まれており、そこ
では、イエスが埋葬された墓を訪れたマリアたちと天使との会話がなされる。
最古のトロープスの一つであるザンクト・ガレンのものは以下のとおりであ
る。 
 
［問い］あなた方は誰を探しているのですか、キリストを信じる者たち
よ。 
［答え］十字架にかけられたナザレのイエスです、天に住む者よ。 
［天使］彼はここにはいません。予告していたように、彼は復活しまし
た。行きなさい。そして、彼が墓から復活したことを告げ知らせなさい。
ハレルヤ 46)。 
 
 このトロープスの形式が、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』（第 11
～16 章）の説教に応用されていくのであるが、『預言者たちの行列』へと発
展する途上にあると考えられる興味深いテクストが、サレルノ大聖堂に伝え
られている。それは『生誕の夜に、最初のミサの後に、司教聖アウグスティ
ヌスの説教が、サレルノ式に読まれる』（In Nativitatis Nocte post Primam Missama 
legitur Sermo Sancti Augustini Episcopi, More Salernitano）と題されている 47)。こ
の説教は 1594 年にナポリで刊行された説教集に収められているが 48)、序文で
サレルノ大司教のマリオ・ボロニーニノは、サレルノ司教区の伝統的慣習を留
めていると述べている。このテクストを初めて紹介したカール・ヤングは古
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い伝承に遡るものであると推測しており 49)、またグラスも 11 世紀に遡ると
見なしている 50)。 
 この説教はタイトルのとおり、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の
内容に忠実であるが、削除した箇所や、加筆した箇所が存在しており、何よ
りも、説教者と返答者（預言者たち）が異なる者によって対話しており、形
式的には、『預言者たちの行列』への過渡的な段階を成している。たとえば、
クウォドウルトデウスのテクストにおいて、「彼［ダビデ］自らに、キリスト
について語らせることにしよう。彼はこう言った。〈地上のあらゆる王が彼を
敬い、あらゆる民が彼に仕えるだろう〉（『詩編』［71:11］）。誰に仕えるのだ
ろうか。誰に仕えるのだろうか、語りなさい。あなたは、誰に仕えるかを聞
きたいだろうか。〈主はわが主に向かって言った。汝はわが右側に据わるよう
に、私が汝の敵たちを汝に足下に置くまでは〉（『詩編』［109:1］）」51) と述べら
れている箇所は、サレルノ大聖堂のテクストでは次のようになっている。 
 
説教者：……汝、預言者ダビデよ、キリストについての証言を語りなさ
い。 
ダビデ：地上のあらゆる王が彼を敬い、あらゆる民が彼に仕えるだろう。 
説教者：誰に仕えるのだろうか。誰に仕えるのだろうか、語りなさい。 
ダビデ：あなたは、誰に仕えるかを聞きたいだろうか。 
説教者：聞きたいのです。 
ダビデ：主はわが主に向かって言った。汝はわが右側に据わるように、
私が汝の敵たちを汝に足下に置くまでは 52)。 
 
 しかし、本稿の課題にとって重要な相違点はシビュラの記述に関わる箇所
である。『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の第 15 章は異教徒である
ウェルギリウスの証言（『詩選』［4:7］）とバビロニアのネブカドネツァルの
証言（『ダニエル書』［3:91-92］）の後にこう続けている。「おお、異邦の者
（alienigena）よ、どうしてあなたにはこのことが起こったのか。誰があなた
に神の子について告げたのか。いかなる法が、どの預言者があなたに神の子
について告げたのか。彼はまだこの世に生まれておらず、生まれた者の顔も
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あなたに知られていなかったのに。どうしてあなたにはこのことが起こった
のか。誰があなたにそのことを告げたのか、あなたの内部を神の火が照らし
て、あなたの下に敵対するユダヤ人たちが囚われていたときに、このように
あなたが神の証言を述べたのでないとするならば」53)。 
 続く第 16 章で、クウォドウルトデウスは、２人か３人の証人の口によって、
あらゆる言葉は確固となると述べ、『ヨハネによる福音書』（6:17）から、「あ
なた方の律法の中に、２人の人間の証言は真実である、と書かれている」と
いうイエスの言葉を引きながら、異教徒から第３番目の証人を導きだして、
真理の証言を強化しようと述べ、次のように語っている。「シビュラがキリス
トについて予言したことをわれわれは公にしよう。すなわち、１つの石（lapis）
によって、２つの額が、すなわち、ユダヤ教徒と異教徒が打ちつけられ、そ
してゴリアトのように、その剣によって、キリストの敵どもはすべて刺し殺
されるだろう、ということを。シビュラの言ったことを聞きなさい」54)。そし
て、「裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう」で始まるアクロスティック
が引用される。 
 サレルノ大聖堂の説教の対応する箇所は以下のとおりである。 
 
説教者：おお、異邦の者よ、どうしてあなたにはこのことが起こったの
か。誰があなたに神の子について告げたのか。彼はまだこの世
に生まれておらず、生まれた者の顔もあなたに知られていな
かったのに。シビュラがキリストについて予言したことをわれ
われは公にしよう。すなわち、１つの煉瓦（later）によって、
２つの額が、すなわち、ユダヤ教徒と異教徒が打ちつけられ、
そしてゴリアトのように、その剣によって、キリストの敵ども
はすべて刺し殺されるだろう、ということを。シビュラの言っ
たことを聞きなさい。シビュラよ、あなたは、キリストについ
ての証言を語りなさい。 
エリュトライのシビュラ：裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう 55)。
…… 
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 このように、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』では、アクロスティッ
クの作者について、ただ「シビュラ」と表現されていたのだが、サレルノ大
聖堂の説教では、「エリュトライのシビュラ」（Sibilla Erythraea）と特定され
ている。上述したように、この帰属については、アウグスティヌスの『神の
国』（18:23）において、｢エリュトライのシビュラの託宣｣（carmina Sibyllae 
Erythraeae）と述べられていた。サレルノ大聖堂の説教を作成した者が『神の
国』の一節を記憶していたとも考えられるが（後代の付加である可能性もあ
る）、中世には、このアクロスティックをエリュトライに帰属させている、流
布したテクストが存在していた。それが、上述した、ラバン・マウルの『万
象について』である 56)。その第 15 巻第３章は「シビュラについて」と題さ
れており、最初に、ウァロの記述に従って、ペルシアのシビュラからティブ
ル（アルブネア）のシビュラまで 10 名のシビュラの名が挙げられている。 
 これらのシビュラは神とキリストについて多くのことを書き記したのであ
るが、「彼女たちの中でも、とりわけ有名で高貴な者はエリュトライのシビュ
ラと言われている。彼女は、キリストについてある事柄を、詩句として書き
記したが、各行の冒頭の文字を繫げると、ギリシア語で〈イエスース・クリ
ストス・テウー・ヒュイオス・ソーテール〉、すなわち、ラテン語では〈イエ
ス・キリスト・神の子・救世主〉と解釈される」57)。そして、ラバン・マウル
は続けて、「裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう」で始まるアクロス
ティックを全文引用している。 
 さて、12 世紀のリモージュの聖マルティアリス修道院で制作された『預言
者たちの行列』58) では、舞台上で呼びかけ役の人物が、預言者たちに問いか
けて、それに対して預言者たちが応答するという形式をとっている。イスラ
エルからシビュラまで、13 名の人物に対して、問いと返答が繰り返されてい
る。『預言者たちの行列』の登場人物を『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁
論』と比較するならば、そこにイスラエルが加わり、ザカリアが除かれてい
るだけである。ただし、預言の言葉はついては、内容が異なっていることも
多い。 
 たとえば、『預言者たちの行列』中のモーセの言葉は、「律法者よ、ここに
近寄り、そしてキリストにふさわしいことを語れ。――神は汝らに預言者を
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お与えになるだろう。私と同様に、この者に耳を傾けよ。彼の言葉を聞かな
い者は自らの民から放逐されるだろう」59)（『申命記』［18:15, 18:19］を参照）
である。他方、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』においては、「神は
あなた方の兄弟たちから、預言者をあなた方に対して立ち上がらせるだろう。
預言者に耳を傾けない魂はすべて、自らの民から追放されるだろう」60) と語
られている。ダニエルの場合は、後者においては、「最も聖なる者が来たとき、
塗油は終わるだろう」（『ダニエル書』［9:24］）という言葉が引かれているが
（サレルノ大聖堂の銘文も同様である）61)、前者においては、「最も聖なる者
が来て、油が注がれるだろう」62) である。なお、ラテン語訳ウルガタ版では、
「最も聖なる者が油を塗られるだろう」であり 63)、この場合は、『預言者た
ちの行列』と『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』の関係の方が、ウル
ガタ版よりも近接している 64)。 
 最後に登場するシビュラについては、以下のとおりである。「さてシビュラ
よ、汝がキリストについて預言している真の徴について明らかにせよ。――
裁きの徴として、大地は汗で濡れるだろう。天から、永遠に支配する王が来
るだろう。すなわち、身体において、地上を裁くために現われる。――信じ
ることのないユダヤ人よ、まだ恥知らずのままにいるのか」65)。シビュラの言
葉については、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』におけるアクロス
ティックの冒頭の詩句と一致している。 
 『預言者たちの行列』はまた、13 世紀のラン大聖堂、および 14 世紀のルー
アン大聖堂に由来する写本で伝えられており、細部や長さは異なっているが、
形式的にはリモージュのものと類似している 66)。ルーアンの『預言者たちの
行列』では本文の前に、登場人物について描写されてあり、シビュラは「女
性の服をまとい、髪を剃り、キズタを冠にして、狂人のように見える」67) と
記されている。テクスト中でシビュラは、「汝、シビュラよ、かの予言者よ、
裁きの到来を語れ、裁きの徴を語れ」と呼びかけられ、それに対してシビュ
ラは、アクロスティックの最初の５行によって回答している。すなわち、「裁
きの徴。大地は汗で濡れるだろう。天から、永遠に支配する王が来るだろう。
すなわち、身体において、地上を裁くために現われる。それゆえ、不信仰者
も神を見るだろう、この世の終わりに、聖なる者たちとともに高みにおられ
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る神を」68)。このように、ヨーロッパの中世末期までシビュラの名称は、種々
の『預言者の行列』の中で、預言者や王とともに伝えられていった。 
 
４ セッサ・アウルンカ大聖堂におけるシビュラ像 
 
 これまでの考察を踏まえて、セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇に表わさ
れた預言者とシビュラの図像プログラムの典拠について、あらためて検討す
ることにしたい。４つのスパンドレルはそれぞれ人物像が彫られており、名
前は記されていないが、３人は旧約聖書の預言者、１人は女性のシビュラと
考えることができる。その中で２人の預言者とシビュラは銘文が書かれた巻
物を開いて示している。 
 上述したように、ダニエルの巻物には “CVM VENERIT S[AN]C[TV]S 
S[AN]C[T]ORVM CE[SSABIT VNCTIO]”（最も聖なる者が来たとき、塗油は
終わるだろう）と記されており、『ダニエル書』（9:24）に対応すると思われ
るが、銘文の内容はウルガタ版とは異なっている 69)。サンタンジェロ・イン・
フォルミス聖堂のアーチにも預言者たちの１人として描かれているが、そこ
に記されているのは『ダニエル書』の異なる箇所（9:26）である。他方、テ
アーノ大聖堂説教壇に彫られたダニエルには、まさに同じ銘文が刻まれてい
る。そして、これもすでに指摘したように、この銘文は『ユダヤ教徒、異教
徒、アリウス派駁論』、およびサレルノ大聖堂の説教におけるダニエルの言葉
と完全に一致するのであり、リモージュの『預言者たちの行列』の場合とは
少し異なっている 70)。 
 次にゼカリヤの場合、彼が手にもつ巻物には  “ECCE VIR HORIENS 
NOM[EN EIVS]”（見よ、男を。彼の名は「上昇」である）という、『ゼカリ
ヤ書』（6:12）から採られた銘文が書かれている。サンタンジェロ・イン・フォ
ルミス聖堂のアーチにもゼカリヤは描かれているが、そこに記されているの
は『ゼカリヤ書』の異なる箇所（9:9）のものである。他方、テアーノ大聖堂
説教壇に彫られた預言者には、まさに同じ銘文が、エレミヤという名前の下
に刻まれている。なお、ゼカリヤは、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』、
およびサレルノ大聖堂の説教に、またリモージュの『預言者たちの行列』に
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は登場していない。 
 テアーノ大聖堂説教壇の預言者について補足すると、そこに刻まれている
他の２人は、 “YAIAS P[ROPHETA]”（預言者イザヤ）と “AMOS P[ROPHETA]”
（預言者アモス）であり、各々の預言者には『イザヤ書』（7:14）に拠る“ECCE 
VIRGO”（見よ、処女が）と『アモス書』（8:11）に拠る“DIES V[E]NI[VN]T”
（その日が来る）という言葉が添えられている 71)。『イザヤ書』については、
『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』のイザヤに帰された銘文と同じで
あるが 72)、リモージュの『預言者たちの行列』のイザヤには、『イザヤ書』
（11:1-2）に基づいてはいるが、ウルガタ版とは異なる「エッサイの樹はそ
の根から伸びなければならない……」という銘文が帰されている。 
 アモスは、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』にも、リモージュの『預
言者たちの行列』にも登場しない。ただし、ルーアン大聖堂の、より長いテ
クストには、テアーノ大聖堂に記された銘文と同一の銘文を語るアモスが登
場している 73)。このように『ゼカリヤ書』（6:12）を引用している、類似した
形式のテクストは見いだされておらず、テアーノ大聖堂説教壇の図像プログ
ラムの典拠についてはさらなる探究の余地がある。 
 セッサ・アウルンカ大聖堂の図像プログラムに戻るならば、直接的に参照
したのは、第１にテアーノ大聖堂の説教壇であろう。２人の預言者に帰され
る銘文は完全に一致しており、『ゼカリヤ書』（6:12）からの引用は他のテク
ストや作品には見いだされないものだからである。セッサ・アウルンカ大聖
堂でゼカリヤと同定した人物は、テアーノ大聖堂の彫像の帰属にかかわる誤
謬を受け継いだ可能もあり、エレミヤとして彫られたのかもしれない。 
 シビュラ（より限定すれば、エリュトライのシビュラ）については、上述
したように、テクスト上の伝承が広く存在しているが、イタリアにおける作
品の先例としては 11 世紀後半に描かれた、サンタンジェロ・イン・フォルミ
ス聖堂のフレスコ画しか見いだすことができない 74)。エミール・マールは 13
世紀のフランスにおける例を２つ紹介している 75)。その一方はオーセール大
聖堂の柱頭に、首から上だけが表わされた彫刻であり、上部には “SIBILLA”
と記されている。マールはこのシビュラを「エリュトライのシビュラ」と推
測し、その根拠として、当時流布していた聖歌「怒りの日」（Dies irae）を参
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
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照している。その最初の部分は次のとおりである。 
 
  怒りの日、その日。 
  この世は砕けて灰となる。 
  ダビデとシビュラが証しする。 
  何と恐れは大きいことか、 
  裁き手がやって来て、 
  すべてが厳しく問われるとき。 
  ラッパが驚くべき音を轟かし、 
  各地方の墓から、 
  万人が玉座の前に集められる。  
  死と自然が終止し、 
  被造物が甦り、 
  裁き手に答える。 
  記された書がもたらされ、 
  そこにすべてが含まれる。 
  そして、この世が裁かれる。 
  裁き手が座るとき 
  隠れていたものはすべて明らかになり、 
  いかなるものも罰を免れることはない 76)。 
 
 この「最後の審判」を歌った詩編は、イタリアのフランチェスコ会士で、
アッシジのフランチェスコの伝記を残している、チェラーノのトマス
（Tommaso da Celano, c.1190-c.1265）の作と伝えられている。制作年は 1220
年から 1250 年の間と考えられる 77)。マールによれば、オーセール大聖堂の
シビュラの近くには、ダビデ王のような冠を被った人物の頭部が見られる。 
 ラン大聖堂のシビュラ像は正面扉口の左側に置かれており、そこには “et 
per saecla futurus”という銘文が記されている。これは、アウグスティヌスが伝
えるエリュトライのシビュラの託宣（アクロスティック）の２行目 “E caelo 
rex adueniet per saecla futurus”（天から、永遠に支配する王が来るだろう）78) の
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一部である。また、マールは 14 世紀の例として、アヴィニョンの教皇庁の枢
機卿会議室に描かれたシビュラを挙げている。そこで彼女が手にしている巻
物には “Judicii signum tellus sudore madescet / e caelo rex adveniet per saecla 
futures / scilicet carne praesens / sibilla”（裁きの徴として、大地は汗で濡れるだ
ろう。天から、永遠に支配する王が来るだろう。すなわち、身体……現われ
る。シビュラ）という、上記の託宣の１～３行目が記されている 79)。 
 北フランスのゴシックの大聖堂に置かれたシビュラ像が、南イタリアの大
聖堂の装飾に直接的な影響を与えたと考えることは困難だろうし、ここで重
要な点はセッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇には、シビュラが単独ではなく、
３人の預言者とともに刻まれているという事実である。このような図像プロ
グラムに対応するテクストは、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』と『預
言者たちの行列』しか存在しない。前者は実際、13 世紀に教会の説教壇の上
から読まれたのであるし、後者は聖堂内で演じられたのであった。ただし、
このことは、セッサ・アウルンカ大聖堂の図像プログラムの創案者（おそら
くは司教）が、サンタンジェロ・イン・フォルミス聖堂のフレスコ画を参観
した可能性を否定するものではない。 
 最後に、13 世紀中頃にシビュラ像が聖堂内に彫られることになった、時代
的な背景について考察したい。13 世紀のイタリアでは皇帝、教皇、イタリア
諸候を巻き込んだ、未曾有の政治的混乱が続いていた。1220 年に、ドイツの
ホーエンシュタウフェン家出身のフリードリヒ２世はローマで皇帝として戴
冠し、絶対的な王権を確立しようと強圧的な施策を次々と実施した。豊かな
農業生産の中心地であったセッサを、フリードリヒ２世は 1220 年から 27 年
の間に３度にわたって視察している。皇帝とロンバルディア都市同盟との抗
争が断続的に続き、教皇グレゴリウス９世は、皇帝の勢力拡大を恐れて都市
同盟と連携して、39 年に皇帝を破門した。43 年に即位した教皇インノケン
ティウス４世も徹底的に抗戦し、45 年に皇帝を廃位した。結局、48 年にフリー
ドリヒ２世は都市同盟に敗北し、50 年に失意のうちに没した。 
 彼の死後、帝位とシチリア王位を継承した息子のコンラート４世は 1254
年に急死し、先帝の庶子で、シチリアを実効支配していたマンフレーディが
58 年に国王に即位する。彼に対抗して、教皇ウルバヌス４世は 63 年に、フ
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ランス国王ルイ９世の弟シャルル・ダンジューに授封した。シャルルは 66
年、ベネヴェントの戦いでマンフレーディを殺害し、68 年には、ドイツから
遠征してきたコンラートの息子コンラーディンを打ち破って、彼をナポリで
処刑した。こうしてホーエンシュタウフェン家は断絶した。この間に、セッ
サの町は 1251 年、コンラート４世によって占領されたが、翌年にはインノケ
ンティウス４世に従属を誓った。そして、ナポリ王国がシャルルの軍門に入
ると、セッサもシャルルの勢力下に入ることになった。 
 このような政治的な動乱は、当時の人々の日常的生活を困難とするだけで
はなく、また精神的生活にも深く暗い影を投げかけた。一種の終末論的な情
況が意識される一方で、新たな霊的世界の到来が待望された。このような運
動の中心となったのが、フィオーレのヨアキム（Joachim de Floris, Giocchino da 
Fiore, c.1135-1201）の聖書解釈と歴史神学から強い影響を受けた人々（とり
わけ、フランチェスコ会士）である 80)。 
 ヨアキムは 1135 年頃に、南イタリアのカラブリアの小村チェーリコに生ま
れた。67 年から聖地巡礼の旅に出て、隠遁の修道者となって帰国し、その後、
シトー会に加わって修道院長に選ばれている。89 年にはフィオーレに新修道
会を設立し、96 年に教皇から認可された。彼の歴史哲学は独特なもので、歴
史を３つの発展的段階に区別する。第１の段階は「律法の下」にある「父」
の、畏怖すべき時代であり、第２の段階は「恩寵の内」にある「子」の、従
順な信仰の時代であり、第３の段階は、「満ち溢れる恩寵の内」にある「聖霊」
の、自由な愛の時代であり、これは 1260 年から始まるとされた。 
 ヨーロッパの中世は、上述した紀元前後に成立した『シビュラの託宣』と
は別に、シビュラの名を冠した新しい託宣集を生みだした 81)。12 世紀から
13 世紀に流布した託宣集の代表的なものは、ラテン語版が 10 世紀に成立し
た、通称『ティブルのシビュラの託宣』（表題が欠けている）82) と、13 世紀に
編まれた『エリュトライのシビュラの託宣』（Vaticinium Sibyllae Erythorae）
である 83)。この著作の冒頭部の記述から窺われるように、オリジナルのギリ
シア語テクストは、東ローマ帝国皇帝マヌエル・コムネノス（Manuel 
Comnenos, 1118-1180）の宮廷の高官、ニコラス・ドクサパテル（Nicholas 
Doxapatres）によってシチリアへともたらされ、シチリアの著名な学者で外
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交官であった、提督エウゲニウス（Eugenius Siculus, c.1130-1202）が 1190 年
頃にラテン語に翻訳した。「事後預言」（vaticinia ex eventu）を含んでいる本書
は、ヨアキム主義者によって増補と改訂を受けて、1249 年以前に作成されたと
考えられている。そもそも、シビュラへの関心はヨアキム自身がもっていたも
ので、若い時に書いたシビュラの託宣集への注釈書が伝えられている 84)。 
  エリュトライのシビュラは、ウァロによれば、ギリシア人たちにトロイア
の滅亡を予言した人物とされていたが 85)、『エリュトライのシビュラの託宣』
もこの枠組を利用して、シビュラはギリシア軍に、世界史の概要とその終焉
について語り始める。その描写は動物を利用した独特な象徴主義に貫かれて
おり、ギリシア人は山羊（hyrci）として表現される。「恐るべき山羊」のア
レクサンドロス大王、ハンニバル、ポンペイウス、カエサル、アウグストゥ
スの事績が示され、そして『ヨハネの黙示録』の羊としてキリストが現われ
る。キリストの生涯が詳しく述べられたのちに、驚嘆すべき星と「東方から
来たる戦慄すべき野獣」についての託宣が告げられる。この野獣とはアンチ・
キリストのごときものである。続いて、人々が世界の終末の到来を認識する
ことができる徴が枚挙される。これらの予兆のいくつかはきわめて一般的な
もので、陰鬱な調子で語られているが、同時に、1169 年にシチリアを襲った
自然災害への言及も見られる（明らかにエウゲニウスによる付加である）。 
 ヨアキム派によって改訂された部分は、ホーエンシュタウフェン家の皇帝
の迫害だけでなく、２つの星についての、すなわち、邪悪な最後の皇帝に反
逆する霊的な人々の２つの教団について語っている。興味深いことに、この
２つの星についての託宣に初めて言及したのは、フランチェスコ会総会長パ
ルマのヨハネス（Giovanni da Parma, c.1209 - 57）とドミニコ会総会長ロマン
のフンベルト（Humbert de Romans, 1190/12 - 1277）による、1255 年の回状で
あった。当該の部分は次のとおりである。 
 
ここに２つの大いなる光が、……モーセの２つの真の喇叭が、……２人
の智天使が、……花嫁の２つの乳房が、……オリーヴの光輝の２人の息
子が、……キリストの２人の証人が、……シビュラの託宣に従うならば、
近々到来する日々において、謙譲に向かい、貧窮を求めながら、仔羊と
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いう名で呼びかける、４つの動物の姿をもっている、あの輝く２つの星
がある 86)。 
 『エリュトライのシビュラの託宣』の改訂版が作成され、２人の総会長の
回状が送られたのは、セッサ・アウルンカ大聖堂の説教壇にシビュラが彫ら
れたのとまさに同じ時期であった。上述した、チェラーノのトマスに帰され
る「怒りの日」の成立も同じ時期であり、リーヴスは『エリュトライのシビュ
ラの託宣』との関連性を示唆している 87)。南イタリアのセッサ・アウルンカ
大聖堂内に現存している、確実にシビュラと同定しうる、イタリアにおける
最初期の彫像例は、このような宗教的心性を背景にして制作されたのである。 
 
付論 サンテスタキオ聖堂（ポントーネ）の預言者像 
 
 カンパーニャ州サレルノ県、
アマルフィ海岸から少し北に
昇ったところに、ポントーネと
いう小村があり、そこにはサン
テスタキオ（Sant’Estachio）聖
堂の遺跡が残されている 88)［図
５］。この聖堂は、12 世紀の中
頃に、マッテオ・ダッフリット
（Matteo D’Afflitto）によって創
建され、一族の奉じる聖人の名
前を付与され、1244 年に献堂式
が挙行されている。今では外陣
の壁面が残されているだけであ
るが、説教壇を彫刻の一部が、
ポントーネから数キロしか離れ
ていないラヴェッロのパラッ
ツォ・ダッフリット（Palazzo 
D’Afflitto）――現在はホテル
図５ サンテウスタキオ聖堂（ポンターネ）
アプシス外壁
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「アルベルゴ・カルーゾ・ベルヴェデーレ」（Albergo Caruso Belvedere）――
の入口に再利用されている。 
 その中には、ライオンの柱礎、玄関の脇柱とともに、レリーフで人物像を
描いた二つのスパンドレルが含まれている。向かって左側の人物［図６］は、
セッサ・アウルンカ大聖堂の預言者たちのような姿勢で、左手に開かれた巻
物をもっている。右側の人物［図７］もまた同様な姿勢をとっているが、巻
物は閉じられたままのように見える。前者の巻物には、“CVM VENERIT SCS 
SCORVM” と記されている。この銘文は、“CVM VENERIT S[AN]C[TV]S 
S[AN]C[T]ORVM”（「最も聖なる者が来るとき……」）と読みとることができ、
セッサ・アウルンカ大聖堂、そして、『ユダヤ教徒、異教徒、アリウス派駁論』
とリモージュの『預言者たち行列』において、旧約の預言者ダニエルに帰せ
られた銘文の前半部（『ダニエル書』9:24）に他ならない。 
  
 図６ 「ダニエル」 図７ ｢預言者｣ 
 ラヴェッロ、パラッツォ・ダッフリット ラヴェッロ、パラッツォ・ダッフリット 
 
セッサ・アウルンカ大聖堂のシビュラ像について 
〔 55 〕 
 碩学アドルフォ・ヴェントゥーリは、1904 年に、すでにこれらの人物像に注
目しており、インスクリプションも正確に引用しているが、「ラヴェッロのシ
ビュラは、セッサ［・アウルンカ］のシビュラと同じ文字を手にしている」89) と
述べている。この同定は、アンジェリカ・ロッシ（1915 年）にも引き継がれ
ている（彼女の場合は「シビュラ？」と疑問符がついているが）90)。しかし、
引用された銘文を参照するならば、この人物は預言者ダニエルと考えるべき
であろう。この点については、ガンドルフォ（1999 年）およびグラス（1987
年；1991 年）も同意見である 91)。 
 もう一方の人物について特定することは困難であるが、グラスは、現在の
ホテルのファサードは「疲れ切ったシビュラと預言者から構成されている」92) 
と述べている。彼はダニエルについては正しく同定しているので、右側の人
物をシビュラと見なしていると思われる。しかし、彫られている形姿からも
女性とは思われず、別の預言者と考える方が合理的だろう 93)。その候補とな
るのは、たとえば、テアーノ大聖堂の説教壇のスパンドレルに刻まれた、ダ
ニエルを除いた、イザヤ、アモス、ゼカリヤである。 
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